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平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 男女平等の意識づくりの推進 

施策 （１） 固定的性別役割分担意識の解消 P 

１１ 年度 取組 １ 講演会等の開催 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

女性活躍推進法をテーマとしたセミナー

を次の通り開催した。 

開催日：6/24（金）、場所：中央公民館 

講師：皆川満寿美さん 

開催日：2/3（金）、場所：蓮田市役所 

講師：工藤敬子さん 

 引き続き、講演会やセミナー

等の開催により、男女共同参

画、男女平等の意識啓発を行っ

ていく。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 男女平等の意識づくりの推進 

施策 （１） 固定的性別役割分担意識の解消 P 

１１ 年度 取組 2 広報誌等での意識啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

男女共同参画週間（6 月）のポスタ－を各

公共施設に掲示し、周知に努めた。 

男女共同参画週間（6 月）の

主旨やはすだ男女共生プラン

2025 の年度別事業進捗状況

の報告等といった情報発信を

活用して意識啓発を図ってい

く。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 男女平等の意識づくりの推進 

施策 （１） 固定的性別役割分担意識の解消 P 

１１ 年度 取組 3 啓発冊子の発行と充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

男女共生情報誌「ぱすてる」第１８号を公

募による編集員により、企画から取材を行

い、６回の会議を経て、協働で作成した。1

月に成人式や全戸配布など市民へ配布した。 

テーマ ：男女共生を考える 

～職場のコミュニケーション～ 

発行部数：20,000 部 

公募市民による柔軟な発想

が十分発揮できるよう、男女共

同参画社会づくりの実現のた

めに、魅力ある情報誌づくりに

努めていく。 
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平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 男女平等の意識づくりの推進 

施策 （１） 固定的性別役割分担意識の解消 P 

１１ 年度 取組 4 市民への意識啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

はすだ男女共生プラン 2025 の概要版を

５月に全戸配布し、内容を周知した。 

１月に市内４０社を訪問して概要版を活

用して、説明を行った。 

資料の配布に加え、あらゆる

機会をとらえて、男女共同参画

社会の実現に向けた意識啓発

を図っていく。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 男女平等の意識づくりの推進 

施策 （２） 男女平等に関する情報の収集と提供 P 

１１ 年度 取組 5 情報の収集と提供 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

内閣府や県内自治体の男女共同参画情報

誌を入手し、先進的事例や効果的な取組情報

の収集を行った。 

また、これらの情報誌を市役所内に配架

し、市民への情報発信を行った。 

情報収集の強化と市民にと

ってわかりやすい情報発信に

取り組みながら、効果的な意識

啓発を図っていく。 

（
図
書
館
）

 
社
会
教
育
課

 

男女共同参画についての理解と関心を深

め、ひとりひとりが輝くまちの実現のため関

係資料を収集（購入等）し提供した。 

また、図書以外のパンフレット、リーフレ

ット及びポスターは、情報コーナーにて配

布、掲示し、情報の提供、啓発を実施した。 

引き続き、男女平等の意識づ

くりに関する資料収集及びパン

フレット、リーフレットによる情

報提供に努め、多様化するライフ

スタイルを豊かにしていくため

の情報提供、啓発に努める。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 男女平等の意識づくりの推進 

施策 （２） 男女平等に関する情報の収集と提供 P 

１１ 年度 取組 6 男女平等に関する制度についての普及啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

内閣府や県内自治体の男女共同参画情報

誌を市役所内に配架し、市民への情報発信を

行った。 

１月の企業訪問、２月のセミナーにおいて

女性活躍推進法の周知を行った。 

法律や制度について、市民に

とってわかりやすい方法で周

知、情報発信を行い、普及啓発

を図っていく。 
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平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （１） 家庭における男女平等教育の支援 P 

１３ 年度 取組 7 保護者への意識啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

学
校
教
育
課

 

 各校における家庭教育学級の取組、就学時

健康診断時における子育て講演会等を通し

て、保護者への啓発を行い、意識の高揚を図

った。 

今後も継続していく。 

子
ど
も
支
援
課

 

家庭教育学級、子育て講演会の開催により

保護者への啓発を行い、意識の高揚を図っ

た。平成 29 年 1 月 27 日（金）に子育て講

演会を開催した。 

子育て講演会は例年好評で

あり、子育て中の保護者に向け

講演内容等を考慮し、今後も継

続して開催していきたい。 

保
育
課

 

保育参加、遠足、運動会等の保育園行事に、

多くの父親に参加いただいた。 

 男女の区別なく、子育てに積

極的に取り組んでいただくよ

う意識啓発を図る。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （１） 家庭における男女平等教育の支援 P 

１３ 年度 取組 8 家庭教育に関する情報や学習機会の提供 

担当 今年度実績 今後の対応 

学
校
教
育
課

 

懇談会や学校だより等で、家庭教育に関す

る情報の提供を定期的に行った。また、家庭

教育学級を開催し、保護者への啓発を行っ

た。 

今後も継続していく。 

子
ど
も
支
援
課

 

広報誌等を利用し、家庭教育に関する情報

や学習機会の提供を行うとともに、小中学校

で家庭教育学級を開催した。さらに、就学時

検診や入学説明会の機会をとらえ、子育て講

座を実施した。 

学校行事等は、多く保護者の

集まる場として最適の機会で

あり、今後も活用していく。 
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平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （１） 家庭における男女平等教育の支援 P 

１３ 年度 取組 9 家庭教育に関する相談機能の強化 

担当 今年度実績 今後の対応 

学
校
教
育
課

 

就学相談会を実施した。 

各校では、個別面談を定期的に行い、必要

な時に即座に保護者との対話ができる体制

づくりに努めた。 

 今後も継続していく。また、

さらに開かれた学校となり、保

護者が頼れる学校となるため

に、教職員への研修等を一層充

実させる。 

子
ど
も
支
援
課

 

母子愛育会事業に子育てアドバイザーを

派遣し、グループ相談、個別相談を実施した。 

6 月 8 日（水）、7 月 8 日（金）、9 月 29

日（木）、1 月 27 日（金）に実施した。 

乳幼児を持つ保護者からの

相談を受ける場としてよい機

会であるので、今後も課内で連

携を図りながら、継続してい

く。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （１） 家庭における男女平等教育の支援 P 

１３ 年度 取組 10 男性の家事・育児・介護への参加を促す講座等の開催 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 
父親学級の開催：妊婦擬似体験や沐浴実習

を通して父親が育児参加するための知識や

技術の普及を図る。 

年４回開催（６月・９月・１１月・３月） 

参加者：１２６人（妊婦６５人、夫６１人） 

今後も継続していきたい。 

社
会
教
育
課

 

３・４か月児健康診査に来場した親子に絵

本をプレゼントするブックスタートを８月

に開始した。また、図書館に来館した親子に

個別に声をかけて、読み聞かせや本の紹介等

を行うチャイルドブックサポートを実施し、

絵本を通じた親子の心のふれあいを図った。 

本を通じてパパ・ママとお子

さんがふれあう時間を作り、心

のふれあいによる育児参加の

さらなる充実を図っていく。 

学
校
教
育
課

 

中学校において、家庭科の授業の中で育児

について学ぶとともに、認知症サポーター講

座を小学校で３校、中学校で３校実施した。 

 今後も、家庭科の授業におけ

る育児の指導の充実とともに、

認知症サポーターの講座の実

施校の拡大を図る。 
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平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （２） 男女平等意識を育む学校教育等の推進 P 

１３ 年度 取組 11 教職員に対する研修の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

学
校
教
育
課

 

 男女平等教育を推進する研修を実施した。

人権教育を各教科・領域で実施した。（道徳、

特別活動、社会科）管理職向けの人権に関す

る研修会を行い、男女平等教育を校内で推進

する研修会を開催した。市内教職員悉皆の市

内人権教育研修会を行った。校内研修会を各

校で行った。 

男女平等教育を、意図的・計

画的に取り上げて授業を展開

する。人権教育全体計画に男女

平等教育を明記する。男女平等

教育のための教職員研修を一

層充実させる。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （２） 男女平等意識を育む学校教育等の推進 P 

１３ 年度 取組 12 教育内容や教育方法の改善充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

学
校
教
育
課

 

男女平等教育を推進する授業を実施した。

人権教育を全教育活動で実施する。（道徳、

特別活動、社会科、総合的な学習等。）進路

指導を領域等で実施した。（中学生社会体験

チャレンジ、特別活動、総合的な学習の時間

学校ファームを利用した農業体験） 

男女平等教育を意図的に取

り上げて授業を展開する。人権

の全体計画に男女平等教育を

引き続き明記する。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （２） 男女平等意識を育む学校教育等の推進 P 

１３ 年度 取組 13 一人ひとりの個性を生かす教育の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

学
校
教
育
課

 

各教科領域で個に応じた指導を行った。少

人数指導、習熟度別学習、課題別学習を算

数・数学・体育・理科・総合・社会等で効果

的に行った。特別支援教育の理念に基づく教

育を行った。（蓮田市巡回相談の実施、ユニ

バーサルデザイン視点の学級経営・授業づく

り）個を生かす指導に係る研修会の実施。小

学校外国語活動の充実。 

個々に応じ、一人一人を大切

にするきめ細やかな指導方法

等についての研修会を辞しす

る。巡回相談の一層の充実を図

り、教育相談の面からも男女平

等教育の推進を図る。 
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平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （２） 男女平等意識を育む学校教育等の推進 P 

１３ 年度 取組 14 男女混合名簿の実施 

担当 今年度実績 今後の対応 

学
校
教
育
課

 

教育活動全体を男女平等の観点から見直

すため、学級名簿を 50 音順の男女混合名簿

とする。出席点呼や健康観察等、日常的なこ

とからも男女不平等が起きないようにする。 

 健康診断等で男女別にする

というような性差については

児童生徒に十分理解させる。健

康診断等で男女別に分けて実

施する場合は、男女不平等が起

きないよう配慮する。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （２） 男女平等意識を育む学校教育等の推進 P 

１３ 年度 取組 15 男女平等の意識を促す教育の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

学
校
教
育
課

 

男女平等教育を推進する授業や教職員向

け研修会を実施した。また、授業だけの取組

でなく、日頃の教育活動全体の中で、児童・

生徒が男女平等に活躍できる場を設定し、互

いに認め合える人権感覚と態度を育んだ。 

 研修の機会を増やすなど、教

職員の意識を高めるための機

会を一層充実させる。児童・生

徒の人権感覚を育むことがで

きる学校づくりを一層支援し

ていく。 

保
育
課

 

男女混合名簿、男女混合グループ等の実施

を行った。 

 今後も継続していきたい。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （３） 男女平等をめざした社会教育の充実 P 

１３ 年度 取組 16 男女共同参画の視点を取り入れた生涯学習事業の推進 

担当 今年度実績 今後の対応 

社
会
教
育
課

 

男女とも対等の立場で指導、受講のできる

生涯学習事業として、1 日講座を開催。 

開催日 平成 29 年 2 月 25 日（土） 

26 日（日） 

 生涯学習事業として、今後も

講座の開催をしていきたい。 
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平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 男女平等を育む教育の推進 

施策 （３） 男女平等をめざした社会教育の充実 P 

１３ 年度 取組 17 人権尊重教育・啓発の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

１０月に埼葛人権を考えるつどいを開催

したとともに、以下のイベントで人権啓発活

動を行った。 

 ８月 はすだ市民まつり 

１０月 やさしさいきいきフェスティバル 

１２月 人権週間 

イベントだけでなく、平時か

ら人権を意識するような効果

的な啓発を行うために、内容の

充実を図っていく。 

社
会
教
育
課

 

 高齢者、社会教育関係団体、一般市民など

を対象とした講演会、研修会を開催した。 

人権教育講演会、研修会 

・公民館利用団体 6/25（土） 

・人権教育推進協議会 7/14（木） 

・埼葛人権を考えるつどい 10/13（木） 

・寿大学（高齢者） 1/13（金） 

・人権問題講演会 2/3（金） 

 幅広い年齢層へ参加をして

いただくよう、広報やホームペ

ージ以外の方法で周知する方

法について検討する。 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 男女の人権の尊重 

施策 （１） あらゆるハラスメントの根絶 
P 

１５ 年度 取組 18 
ジェンダー・ハラスメント、マタニティ・ハラスメ

ント、セクシュアル・ハラスメント等の防止啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

女性の人権ホットライン強化週間の記事

を広報５月号に掲載し、相談窓口の周知を図

った。 

市役所に女性の人権啓発パンフレットを

配架し、ハラスメントの防止啓発を図った。 

女性の人権相談の窓口を広

く周知するとともに、あらゆる

ハラスメントの防止に向け、企

業訪問などの機械を通じて啓

発を行っていく。 

秘
書
課

 

蓮田市職員研修として人権問題研修を行

い、差別行為を含めた人権問題に関する知識

の習得に努めた 

平成29年1月26日実施 参加人数 350

人 

研修を実施することで、人権

に関するあらゆる問題の再確

認が図れることから、研修会を

継続して行う。 
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平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 男女の人権の尊重 

施策 （２） 人権を尊重する意識啓発 P 

１５ 年度 取組 19 男女共同参画の視点に立った情報提供に関する留意 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

男女共生情報誌「ぱすてる」に掲載した記

事について、適切な表現への配慮や意識の改

善を図りながら記事の編集を行った。 

男女共生の視点に立った表

現、イラスト、レイアウト等に

留意していくことでの意識啓

発に取り組んでいく。 

 

 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 男女の人権の尊重 

施策 （２） 人権を尊重する意識啓発 P 

１５ 年度 取組 20 女性に配慮した防災・防犯体制の推進 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

女性に配慮した防災訓練の資料収集に努

めた。 

また、災害弱者の視点に立った避難所運営

や女性消防団員の先進事例などの情報収集

を行った。 

女性をはじめとする災害弱

者の視点に立った避難所運営

や女性消防団員、防犯体制の推

進等の先進事例を参考に、蓮田

市に取り入れることができる

ものの選別を行っていく。 

消
防
課

 

女性消防吏員や女性消防団員を消防訓練

や救命講習などへ派遣し、女性から見た視点

をふまえ、地域の防災活動や救急に関するこ

とを指導、防災体制の推進を図った。 

また、女性が共助には必要であるというこ

とが認識された。 

消防訓練及び救命講習を継

続実施し、地域の自主的な取り

組みを推進、男女共同参画の必

要性を認識させていく。 
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平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 男女の人権の尊重 

施策 （２） 人権を尊重する意識啓発 P 

１５ 年度 取組 21 「性の多様性」に対する理解の促進 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

性的少数者に関する啓発パンフレットを

市役所に配架し、人権侵害の内容をわかりや

すい情報で提供し、啓発を行った。 

基本的人権の尊重の観点に

立った意識啓発を行っていく

とともに、人権侵害についての

内容をわかりやすく提供し、決

して許されるものではないこ

との周知を図っていく。 

 

 

平成 目標 Ⅰ 男女共同参画への意識づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 男女の人権の尊重 

施策 （３） 相談体制の充実 P 

１５ 年度 取組 22 相談・支援体制の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

秘
書
課

 

秘書課において相談対応をするとともに、

特定事業主行動計画を庁内 web に常時掲載

し、広く周知・啓発を図った。 

今後も相談に対応するとと

もに、さまざまな情報提供を行

っていく。 

庶
務
課

 

人権擁護委員による、人権相談を年間 12

回実施し、人権に関する相談に的確に対処し

た。（年間相談件数 ６件） 

また、人権相談日についての市内回覧を年

４回実施し、周知を図った。 

相談員の研修、情報交換等を

経て、相談能力の向上を図って

いくとともに、より多くの市民

に相談日を周知できるよう機

械を増やしていく。 
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平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 １ 市の政策決定過程への参画の促進 

施策 （１） 審議会・委員会等への女性の参画促進 
P 

１７ 年度 取組 1 
審議会等への女性の登用促進 

【数値目標】・女性委員の割合 30％以上 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

地方自治法や条例等に基づく委員会、審議

会等における平成２８年度末現在の女性登

用率は 24.9％となっている。 

庁内に登用促進を周知するとともに、女性

委員数と登用率の報告を受け、進行管理を行

った。 

庁内への女性登用促進を促

すとともに、人材の紹介等とい

ったフォローを充実していく。 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 １ 市の政策決定過程への参画の促進 

施策 （１） 審議会・委員会等への女性の参画促進 P 

１７ 年度 取組 2 女性の意見の市政への反映 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

各課で所管している委員会や審議会、会議

などの結果を市政への反映につなげた。 

女性登用促進を促すととも

に、発言の機会が増えるような

環境の整備を図っていく。 

 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 １ 市の政策決定過程への参画の促進 

施策 （２） 女性職員の人材育成と管理職への登用 P 

１７ 年度 取組 3 女性リーダー職員の育成 

担当 今年度実績 今後の対応 

秘
書
課

 

リーダー育成のため、庁内ウェブ等により

研修会への参加促進を図った。 

引き続き、研修への積極的な

参加を促す。 
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平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 １ 市の政策決定過程への参画の促進 

施策 （２） 女性職員の人材育成と管理職への登用 P 

１７ 年度 取組 4 職員の職域拡大 

担当 今年度実績 今後の対応 

秘
書
課

 

人事異動の際、新たな部署への異動・配置

について検討した。 

毎年の人事異動の際に、職域

拡大について検討する。 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 １ 市の政策決定過程への参画の促進 

施策 （２） 女性職員の人材育成と管理職への登用 P 

１７ 年度 取組 5 管理・監督者への女性の登用 

担当 今年度実績 今後の対応 

秘
書
課

 

平成 28 年度中に、14 名の女性職員を登

用した。（再掲） 

部長級   14 名のうち 1 名 

次長級   20 名のうち 1 名 

課長級     57 名のうち 12 名 

女性の管理職登用を継続す

ると供に、昇任試験への積極的

な受験を促す。 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 １ 市の政策決定過程への参画の促進 

施策 （２） 女性職員の人材育成と管理職への登用 P 

１７ 年度 取組 6 プロジェクトチームへの女性職員の参加促進 

担当 今年度実績 今後の対応 

政
策
調
整
課

 

人口増加策及びシティセールスを検討す

るため、平成 26 年 5 月から「蓮田市政策

研究会議」を設置している。メンバーは毎年

任命替えを行い、平成 28 年度は、主に主査

級以上の中堅職員を中心に 10 名のメンバ

ーを選出し、うち 2 名が女性職員という構

成で検討を行った。 

蓮田市政策研究会議は、平成

28 年度の調査研究事項を提言

書にまとめて市長に報告した

後、今後の活動内容等を検討す

るため休止する予定である。 
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広
報
広
聴
課

 

「はすぴぃ活用プロジェクト・チーム（通

称、はすぴぃお散歩隊）」は、女性職員３０

名を含む７８名で活動を行った。 

今後も、プロジェクトチーム

に女性職員を、より多く参加す

るようにしていきたい。 

電
算
課

 

マイナンバー制度の導入に係る課題につ

いて調査及び検討し、必要な対策を講じるた

め、蓮田市マイナンバー制度検討チームを設

置し、検討を行っている。 

メンバーは、マイナンバー制度利用課及び

関係課から担当事務に精通している者を選

出した結果、２２名中９名が女性という構成

となった。 

 

今後も担当事務に精通して

いる者を適切に選出すること

により、女性職員を積極的に任

命していきたい。 

福
祉
課

 

年金生活者等支援臨時福祉給付金等支給

プロジェクトチームにおいて、２名の女性職

員を任命し、１名はサブリーダーの任命もし

た。 

平成 28 年度をもって、年金

生活者等支援臨時福祉給付金

等支給プロジェクトチームは

解散する。 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ２ 地域における男女共同参画の促進 

施策 （１） 女性の人材育成と活躍の支援 P 

１９ 年度 取組 7 女性の地域活動リーダーの育成 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

家庭教育学級（28 学級）に学級長、保育

ボランティアチーフを設け、活動の支援を行

いながらリーダーの育成に努めた。小中学校

入学児童生徒の保護者を対象に「子育て講演

（合計１３回）」を実施しているが、女性の

家庭教育アドバイザーに講師を依頼し、地域

活動リーダーの育成に努めた。 

引き続き、家庭教育学級等の

事業を通して女性の地域活動

リーダーの育成を行っていく。

また、女性が理事を務めている

ＮＰＯ法人ファイブピースの

子育て支援活動の支援を行っ

ていく。 
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平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ２ 地域における男女共同参画の促進 

施策 （１） 女性の人材育成と活躍の支援 P 

１９ 年度 取組 8 女性のネットワークづくりの推進 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

男女共生情報誌「ぱすてる」の編集会議を

通して、女性のネットワークづくりの推進を

図った。 

女性団体同士の交流やネッ

トワークの形成を目的とした

連絡会議等を通して、推進を図

っていく。 

 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ２ 地域における男女共同参画の促進 

施策 （１） 女性の人材育成と活躍の支援 P 

１９ 年度 取組 9 人材リストの活用促進 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

庁内の審議会等への女性委員の登用を図

るために、女性人材リスト一覧の積極的な活

用を文書にて周知をした。今年は新規の登録

者はなかった。 

人材リストをより効果的に

活用できる方策及び新規の登

録者を増やすためのＰＲを推

進していく。 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ２ 地域における男女共同参画の促進 

施策 （２） 地域社会活動等の活性化 
P 

１９ 年度 取組 10 
市民活動（コミュニティ、ＮＰＯ・ボランティア）

の促進及び支援 

担当 今年度実績 今後の対応 

自
治
振
興
課

 

「共に支え合う・共助社会づくり」への取

組みを推進するため、蓮田市コミュニティづ

くり推進協議会において、市内夏祭り会場に

て共助社会づくり啓発活動を行ったほか、コ

ミュニティ講演会を実施し、「共に支え合

う・共助社会づくり」の大切さを学んだ。 

引き続き、地域で困っている

人を助ける支援や相談の窓口

を蓮田市が一丸となって取り

組んでいく。 
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平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ２ 地域における男女共同参画の促進 

施策 （２） 地域社会活動等の活性化 P 

１９ 年度 取組 11 消費者活動の支援 

担当 今年度実績 今後の対応 

商
工
課

 

消費生活出前講座の実施（老人福祉センタ

ー、市民大学、中学校等） 

消費者団体（産地直売朝市推進委員会、く

らしの会、消費者団体連絡会、消費者ネット

ワーク）への活動支援 

消費生活相談 年間、月・水・木・金の週

4 回実施（火曜日は多重債務相談） 

年間相談件数 253 件（３月末現在） 

今後も消費者団体への活動

支援を継続し、更に出前講座な

どで啓発業務の推進を図る。 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ２ 地域における男女共同参画の促進 

施策 （２） 地域社会活動等の活性化 P 

１９ 年度 取組 12 男性の地域社会活動への参画促進 

担当 今年度実績 今後の対応 

自
治
振
興
課

 

コミュニティづくり推進事業として、ふる

さと水辺ウォーク、花いっぱい運動、やさし

さいきいきフェスティバルへの運営参加、コ

ミュニティ講演会などを実施した。 

今後も市民活動団体と協力

し合いながら、充実した活動を

行い、多くの方や新たな参加者

が集まるような、創意工夫を図

っていきたい。 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ３ 国際理解の推進 

施策 （１） 男女平等に関する国際間の情報収集と提供 P 

２１ 年度 取組 13 情報収集と提供の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

国、県等の関係機関より送付された諸外国

の女性に関する資料を整理し、日本との比較

研究を行った。 

国、県等の関係機関より送付

された諸外国の女性に関する

資料の収集に努めるとおもに、

効果的な情報の提供を図って

いく。 
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平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ３ 国際理解の推進 

施策 （１） 男女平等に関する国際間の情報収集と提供 P 

２１ 年度 取組 14 国際理解のための学習機会の提供 

担当 今年度実績 今後の対応 

社
会
教
育
課

 

公民館の講座で「シニアのやり直し英語」

及び「ハングル講座基礎編」を開催した。 

 国際理解の一助となるよう、

語学等の講座を、今後も開催し

ていきたい。 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ３ 国際理解の推進 

施策 （２） 国際交流事業等の推進 P 

２１ 年度 取組 15 国際理解のための事業推進 

担当 今年度実績 今後の対応 

自
治
振
興
課

 

蓮田市に住む外国語を母国語とするかた

のために、日本語教室を開催している。 

このほか、外国人向け簡易ガイドを希望者

に配布している。 

また、蓮田ガイドマップ５か国語版を作成

し主な公共施設に設置した。 

日本語教室については、今後

も側面支援を行っていきたい。 

 

平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ３ 国際理解の推進 

施策 （２） 国際交流事業等の推進 P 

２１ 年度 取組 16 国際交流事業の推進 

担当 今年度実績 今後の対応 

自
治
振
興
課

 

日本語国際センター及び埼玉県の海外日

本語教師のワンナイトステイ事業について、

周知を図り、受入家庭の斡旋を行っている。 

引き続き登録家庭との連携

を図り、多くの受入を実現して

まいりたい。 

 

学
校
教
育
課

 

オーストラリアへの訪問団やオーストラ

リアからの受け入れ児童との交流を通して、

男女の隔てなくコミュニケーションするこ

との大切さを学ばせることができた。 

 今後も、交流事業を継続し

て、国際理解の観点から、男女

共同参画の大切さを学ばせる。 
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平成 目標 Ⅱ あらゆる分野への男女の共同参画への促進 計画

書 
２８ 

方針 ３ 国際理解の推進 

施策 （２） 国際交流事業等の推進 P 

２１ 年度 取組 17 語学教育の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

学
校
教
育
課

 

小学校外国語活動や英語の授業において

も、男女の隔てなく、英語コミュニケーショ

ン活動を行う授業の推進をした。 

今後も男女の隔てなく英語

でコミュニケーションができ

る活動を推進していく。 

 

 

平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 働きやすい環境の整備 

施策 （１） 仕事と家庭の両立支援 P 

２３ 年度 取組 1 保育サービスの充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

保
育
課

 

民間保育所について、園の規模に応じた適

正な受け入れ枠を提示し、受け入れ人数を増

やす等待機児童の解消を図った。 

公立保育園について、受け入れ人数の弾力

化により、待機児童の解消を図った。 

 保育園入園待機児童の解消

を図る。 

 研修等への参加により、保育

士の質を高める。 

 

平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 働きやすい環境の整備 

施策 （１） 仕事と家庭の両立支援 P 

２３ 年度 取組 2 学童保育の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

保
育
課

 

中央学童保育所第３・第４の１０月１日開

所に向け、運営に支障のないよう指導員を確

保した。 

学童保育所待機児童の解消を図った。 

 平成２９年１０月開所予定

の蓮田ねがやど学童第３・４、

黒浜南学童第２の指導員の確

保を図る。 

学童保育所待機児童の解消

を図る。 
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平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 働きやすい環境の整備 

施策 （１） 仕事と家庭の両立支援 P 

２３ 年度 取組 3 家庭保育室の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

地域において、子育ての援助を受けたい人

と援助を行いたい人が会員となり、子育てに

ついての助け合い活動を支援するファミリ

ー・サポート・センター事業を推進した。平

成29年3月現在の会員数は、依頼会員376

名、協力会員 84 名、両方会員 42 名である。 

引き続き、ファミリー・サポ

ート・センターの充実を図って

いく。依頼会員の依頼数が増加

しているため、協力会員の増加

を図っていく。 

保
育
課

 

市内１施設、市外６施設の認可外保育施設

を家庭保育室として指定し、保育に欠ける３

歳未満の乳幼児の保育を委託した。 

 

 県の補助金が平成３１年度

で終了するため、地域型保育事

業への移行の支援を進める。 

 

平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 働きやすい環境の整備 

施策 （２） 育児休業・介護休業制度の普及啓発 P 

２３ 年度 取組 4 育児・介護休業法の普及啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 
企業訪問時において、男女共同参画意識の

啓発を行うとともに、関連法の紹介を行っ

た。 

企業訪問時において、育児介

護制度や介護休暇制度につい

ての事例を交えて、周知、啓発

を図っていく。 

 

平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 職域の拡大と雇用の安定 

施策 （１） 能力開発の推進 P 

２５ 年度 取組 5 職業能力開発、各種の技能講座等の情報提供 

担当 今年度実績 今後の対応 

商
工
課

 

関係各所から提供される職業訓練など、能

力向上及び技能講座等のパンフレットを配

置し情報提供を行った。 

今後も引き続き実施してい

く。 
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平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 職域の拡大と雇用の安定 

施策 （１） 能力開発の推進 P 

２５ 年度 取組 6 農業、自営業の女性の活躍の支援 

担当 今年度実績 今後の対応 

農
政
課

 

県主催の６次産業化研修会に参加した。 

 

引き続き研修等を通じて、情

報提供を行うなど活動の支援

をしていく。 

商
工
課

 

関係各所から提供されるパンフレット等

を配置し情報提供を行った。 

今後も引き続き実施してい

く。 

 

平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 職域の拡大と雇用の安定 

施策 （１） 能力開発の推進 P 

２５ 年度 取組 7 女性の起業への支援 

担当 今年度実績 今後の対応 

農
政
課

 

地元産の大豆を利用した味噌づくり促進

のため、引き続き女性農業者の活動を支援し

た。 

引き続き支援していく。 

商
工
課

 
埼玉県主催の事業についてパンフレット

等を窓口に配置し情報提供を行った。市のホ

ームページからも情報がわかるようにリン

クさせた。 

今後も引き続き支援してい

く。 

 

平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 職域の拡大と雇用の安定 

施策 （２） 雇用の安定と拡大 P 

２５ 年度 取組 8 就労のための情報提供 

担当 今年度実績 今後の対応 

商
工
課

 

ハローワークとの連携により、市役所受

付、商工課などに求人情報を置くなど年間を

通して情報提供を行った。市のホームページ

からも情報がわかるようにした。 

今後も引き続き実施してい

く。 
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平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 職域の拡大と雇用の安定 

施策 （２） 雇用の安定と拡大 P 

２５ 年度 取組 9 就職・再就職の支援 

担当 今年度実績 今後の対応 

商
工
課

 

ハローワークとの連携により、市役所受

付、商工課などに求人情報を置くなど年間を

通して情報提供を行った。市のホームページ

からも情報がわかるようにした。 

今後も引き続き実施してい

く。 

 

 

平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 職域の拡大と雇用の安定 

施策 （２） 雇用の安定と拡大 P 

２５ 年度 取組 10 内職相談事業の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

商
工
課

 

庶
務
課

 

内職相談事業に対する女性のニーズ等の

検討を行った。 

引き続き、内職相談の必要性

を含めて検討を行う。 

 

 

平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 労働条件の向上 

施策 （１） 職場における男女平等の促進 P 

２７ 年度 取組 11 男女雇用機会均等法の普及啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

企業訪問時において、男女共同参画意識の

啓発を行うとともに、男女雇用機会均等法の

紹介を行った。 

企業訪問時において、男女雇

用機会均等法についての事例

を交えて、周知、啓発を図って

いく。 

商
工
課

 

国や県が発行するパンフレット等の配置

により、情報の提供に努めた。 

庶務課と商工課との共同により、男女共同

参画・消費生活セミナーを実施した。 

今後も引き続き、合同ででき

るよう内容の充実を図ってい

きたい。 
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平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 労働条件の向上 

施策 （１） 職場における男女平等の促進 P 

２７ 年度 取組 12 女性活躍推進法の普及啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

企業訪問時において、男女共同参画意識の

啓発を行うとともに、女性活躍推進法の紹介

を行った。 

２月に女性活躍推進セミナーを開催し、市

民への周知、啓発を行った。 

企業訪問時において、女性活

躍推進法の事例を交えて、周

知、啓発を図っていく。 

商
工
課

 

関係各所から提供されるパンフレット等

を配置し情報提供を行った。 

今後も引き続き実施してい

く。 

 

平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 労働条件の向上 

施策 （２） 多様な働き方を可能にする条件整備 P 

２７ 年度 取組 13 柔軟な勤務体制づくりのための情報提供 

担当 今年度実績 今後の対応 

商
工
課

 
関係各所から提供されるパンフレット等

を配置し情報提供を行った。 

今後も引き続き実施してい

く。 

 

平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 労働条件の向上 

施策 （２） 多様な働き方を可能にする条件整備 P 

２７ 年度 取組 14 労働時間短縮の意識啓発のための情報提供 

担当 今年度実績 今後の対応 

商
工
課

 

関係各所から提供されるパンフレット等

を配置し情報提供を行った。 

今後も引き続き実施してい

く。 
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平成 目標 Ⅲ 男女が共に働きやすい環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 労働条件の向上 

施策 （２） 多様な働き方を可能にする条件整備 P 

２７ 年度 取組 15 ワーク・ライフ・バランスの普及啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

企業訪問時において、男女共同参画意識の

啓発を行うとともに、ワーク・ライフ・バラ

ンスの紹介を行った。 

２月に女性活躍推進セミナーを開催し、市

民への周知、啓発を行った。 

企業訪問時において、女性活

躍推進法やワーク・ライフ・バ

ランスの事例を交えて、周知、

啓発を図っていく。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 子育て支援への環境整備 

施策 （１） ひとり親家庭等への支援 P 

２８ 年度 取組 1 生活安定への援助 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

ひとり親家庭等の生活の安定と自立が図

れるよう、児童扶養手当の支給、ひとり親家

庭等医療費助成など生活支援を行った。 

母子家庭等自立支援として、高等職業訓練

促進給付金等助成事業、自立支援教育訓練給

付費助成事業を実施した。 

引き続き、児童扶養手当、ひ

とり親等家庭医療費助成制度

などについて、制度周知を図

り、適正な支給に努める。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 子育て支援への環境整備 

施策 （１） ひとり親家庭等への支援 P 

２８ 年度 取組 2 相談体制と情報の収集・提供の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

窓口におけるパンフレットの配布や広報

誌への掲載など、さまざまな制度の周知を図

った。あわせて、親子が多く集まるイベント

において、「子育てガイドブック」を配布し、

子育てに役立つ情報の提供に努めた。 

引き続き、ホームページ・広

報誌・パンフレット等、あらゆ

る機会を捉えて情報の提供に

努めていく。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 子育て支援への環境整備 

施策 （２） 児童虐待に対する対策の推進 P 

２８ 年度 取組 3 児童虐待防止に向けての取組の推進 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

児童保護の必要な家庭の相談に応じたり、

家庭訪問を行ったりするほか、関係機関と連

携して、児童相談体制の充実を図った。 

児童虐待防止推進月間（11 月）に、広報

はすだに啓発記事を掲載した。 

児童虐待の予防の啓発を行

う。 

要保護児童対策地域協議会

の充実を図っていく。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 子育て支援への環境整備 

施策 （２） 児童虐待に対する対策の推進 P 

２８ 年度 取組 4 児童虐待予防に向けた啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

児童虐待に関する新聞記事の収集や他自

治体と意見交換を行った。（←事務研で） 

庶務課が主催した会議で、児童虐待が与え

る児童への身体的影響等の説明を行うなど

虐待予防につながる情報提供と啓発を行っ

た。 

児童虐待に関する情報を収

集するとともにわかりやすい

形での提供、身近に感じられる

事例の選定など、効果のある啓

発を行っていく。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 子育て支援への環境整備 

施策 （３） 子育て支援体制の整備充実 P 

２９ 年度 取組 5 地域による子育て支援の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

保
育
課

 

市内各保育園、子育て支援センター、児童

センター等において、世代間交流を行い、

様々な人々とのふれあいや交流を行った。 

今後も継続していきたい。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 子育て支援への環境整備 

施策 （３） 子育て支援体制の整備充実 P 

２９ 年度 取組 6 子育てネットワークづくりの推進 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

下記に掲げるイベントなどを通して、育児

をしている保護者のネットワーク作りの推

進を図った。 

◎子育てでつながろうミニフェスタ 

（９月２２日） 

◎あかちゃんフェスタ（１０月１７日） 

引き続き、継続していく。 

 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 子育て支援への環境整備 

施策 （３） 子育て支援体制の整備充実 P 

２９ 年度 取組 7 両親学級などの子育て支援の推進 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

両親学級の開催：妊娠出産育児についての

正しい知識を身につけ、母と子が健やかに過

ごせるよう支援する。 

１コース３回（３回目は父親学級） 

年間４コース実施（年１２回開催） 

総参加者数２０５人 

（妊婦１４２人、夫６３人） 

今後も継続していきたい。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 子育て支援への環境整備 

施策 （４） 子どもをとりまく環境整備 P 

２９ 年度 取組 8 児童相談事業の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

子ども支援課、子育て支援センター、児童

センター、子育てひろば「ぽこ」、つどいの

広場「おひさま」などにおいてケースワーカ

ーや子育てに関する相談員などによる相談

事業を実施した。 

育児をしている保護者の不

安を軽減するため、引き続き、

児童相談体制の充実に努めて

いく。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 子育て支援への環境整備 

施策 （４） 子どもをとりまく環境整備 P 

２９ 年度 取組 9 人にやさしい公園等の整備充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

み
ど
り
環
境
課

 

都市公園の巡回を月１回実施し、遊具の点

検や危険個所の有無を確認した。市民よりの

情報提供や、公園巡回の際に判明した遊具や

ベンチ等の危険個所の修繕を行った。 

増え過ぎた、あるいは大きくなり過ぎた園

内樹木等の間引き、伐採を行い、周囲から園

内が見渡せるよう安全面に配慮した剪定等

を行った。 

老朽化による遊具撤去後、代替遊具の設置

希望のあった箇所について、２８年度は１箇

所遊具の設置を行った。 

２８年度より子ども支援課より引き継い

だ簡易児童遊園について、その場所や利用

率、遊具の状況等把握し、適正な管理方法を

検討した。 

 

定期的に公園の巡回点検を

行い、事故を未然に防げるよう

努める。 

地元自治会や周辺住民の意

見を聞き、地元が望む公園のあ

り方に少しずつ近づけていき、

地元との協働管理を推進する。 

代替遊具の早期設置に努める。 

簡易児童遊園について、利用

率が少なく人の目に触れるこ

との少ない箇所を廃止し、人の

目が多く、トイレ等の施設の整

っ た 公 共施 設 の敷 地内 に 移

設・新設を検討する。 

 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 子育て支援への環境整備 

施策 （４） 子どもをとりまく環境整備 P 

２９ 年度 取組 10 青少年の健全育成 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

蓮田市青少年育成推進員連絡会の活動を

支援した。青少年育成推進員連絡会は、11

月 12 日（土）に親子で楽しめる「親子ふれ

あい村」を実行委員会とともに開催し、参加

者に啓発品を配布した。 

引き続き、「親子ふれあい村」

における啓発など、青少年育成

推進員連絡会と連携して、青少

年の健全育成に取り組んでい

く。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 高齢者・障がい者の社会参画への環境整備 

施策 （１） 介護をめぐる福祉サービスの充実 P 

３０ 年度 取組 11 在宅福祉サービスの充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

長
寿
支
援
課

 

平成 27 年度から 29 年度までを計画期間

とする蓮田市高齢者福祉計画 2015・第 6

期介護保険事業計画に基づき、地域（在宅）

における生活を支援するために、各種事業

（緊急通報システム事業・配食サービス事業

等）を推進した。 

今後、さらに、ひとり暮らし

高齢者や高齢者世帯等の増加

が予想されるので、在宅におけ

る生活を支援する事業のより

一層の需要が見込まれる。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 高齢者・障がい者の社会参画への環境整備 

施策 （１） 介護をめぐる福祉サービスの充実 P 

３０ 年度 取組 12 福祉施設の整備・充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

福
祉
課

 

毎月開催される施設での会議や施設利用

者の保護者会に参加し、施設の整備・充実等

も含め施設職員・利用者・保護者と意見交換

を行っている。 

 

施設利用者の声を反映させ

ていきたい。 

長
寿
支
援
課

 

平成２８年４月より特別養護老人ホーム

が開設された。また、蓮田市第６期介護保険

事業計画に基づき、平成２９年度開設予定の

認知症対応型共同生活介護事業所に対し、開

設に向けての支援を行った。 

蓮田市第６期介護保険事業

計画に基づき、特別養護老人ホ

ーム開設に向けた協議を行う。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 高齢者・障がい者の社会参画への環境整備 

施策 （１） 介護をめぐる福祉サービスの充実 P 

３０ 年度 取組 13 介護者支援の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

長
寿
支
援
課

 

在宅でねたきり又は重度の認知症の状態

にある高齢者を 6 ヶ月以上介護している方

に、介護者支援として、ねたきり老人等介護

者手当てを支給した。また、徘徊高齢者等家

族支援事業として、徘徊高齢者の介護に携わ

る家族の負担軽減を図った。 

在宅での認知症やねたきり

老人等の介護者への支援を、継

続して行う。 

 

在
宅
医
療
介
護
課

 

認知症の人を介護する家族同士の交流や

悩みを語り合い、介護負担を軽減する場とし

て「認知症の人を介護する家族のつどい」を

開催した。 

 「認知症の人を介護する家族

のつどい」を継続して実施す

る。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 高齢者・障がい者の社会参画への環境整備 

施策 （１） 介護をめぐる福祉サービスの充実 P 

３０ 年度 取組 14 各福祉サービス内容の広報活動の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

福
祉
課

 

窓口へのパンフレットの配置や広報誌へ

の掲載、また窓口や障がい者団体の会議等に

参加しサービスや制度の説明を行っている。 

インターネットの活用など、

状況に応じた広報活動の推進

を図る。 

 

長
寿
支
援
課

 

窓口でのパンフレット配布や市ホームペ

ージへの掲載を行うとともに、制度・事業等

の説明等を行った。 

在宅介護教室やサロンへの出前講座、民生委

員等の会議にて制度・事業等の説明等を行っ

た。 

今後の高齢者や介護サービ

ス利用者等の増加に伴い、介護

保険に対する認識や理解を深

めてもらうため、新たな取り組

みや更なる充実をすすめてい

く。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 高齢者・障がい者の社会参画への環境整備 

施策 （１） 介護をめぐる福祉サービスの充実 P 

３０ 年度 取組 15 介護に関する相談体制の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

長
寿
支
援
課

 

介護保険施設等に介護相談員を派遣し、高

齢者（利用者）の不安解消や相談等に応じる

とともに、地域包括支援センターにて、高齢

者やその家族からの様々な相談に応じてい

る。 

 

入所系施設が新設された場

合には、その都度、介護相談員

の派遣対象施設を増やしてい

く。 

在
宅
医
療
介
護
課

 

高齢者の総合相談窓口として、地域包括支

援センターにて、高齢者やその家族からの

様々な相談に応じた。 

地域包括支援センターで、 

高齢者の相談支援を継続して

実施する。 

 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 高齢者・障がい者の社会参画への環境整備 

施策 （１） 介護をめぐる福祉サービスの充実 P 

３０ 年度 取組 16 住民相互の助け合い意識の醸成 

担当 今年度実績 今後の対応 

長
寿
支
援
課

 

老人クラブの活動の中で、会員を訪問する

等の相互助け合い活動を行っている。市とし

ては、老人クラブ活動に対して補助金の支援

を行っている。 

老人クラブの活動支援を今

後も継続して行っていく。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 高齢者・障がい者の社会参画への環境整備 

施策 （２） 高齢者の生きがいのある生活への支援 P 

３１ 年度 取組 17 生きがい・社会参加の促進 

担当 今年度実績 今後の対応 

長
寿
支
援
課

 

シルバー人材センターに補助金を交付し、

事業運営を支援した。 

 

 

 

  

 

団塊の世代の退職を控え、今

後、高齢者の生きがい対策や社

会参加の必要性が増してくる

と考えられるので、シルバー人

材センターの体制や各種事業

の取り組みなどへの支援を継

続していく。 

老人クラブ連合会事業としてグランドゴ

ルフ大会や吹き矢大会、寿大学を開催し、老

人クラブの活動を支援した。 

高齢人口の増加に伴い、引き

続き実施していきたい。 

 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 高齢者・障がい者の社会参画への環境整備 

施策 （３） 障がい者の自立支援 P 

３１ 年度 取組 18 人材活用機会の拡大 

担当 今年度実績 今後の対応 

福
祉
課

 

ハローワークとの連携を図り、障がい者の

求職面接相談会等の活用を図っている。 

関係機関と連携し、精神障がい者の自立や

就労支援を促進することを目的に講演会や

体験発表会の開催を側面から支援している。 

障がい者の自立を図るため、「蓮田市障がい

者就労支援センター」による、障がい者の就

労支援を実施している。 

 

引き続き継続していきたい。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 健康づくりへの環境整備 

施策 （１） 心と体の健康づくり 
P 

３２ 年度 取組 19 
リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する啓発や

各種講座の開催 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

両親学級において、妊娠中の生活や出産の

経過、リプロダクティブヘルスについての講

話を実施。 

両親学級：年間４コース実施（年１２回開催） 

総参加者数２０５人 

（妊婦１４２人、夫６３人） 

今後も継続していきたい。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 健康づくりへの環境整備 

施策 （１） 心と体の健康づくり P 

３２ 年度 取組 20 スポーツ・レクリエーション活動の振興 

担当 今年度実績 今後の対応 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

 

誰もが参加しやすいスポーツ教室や幅広

い年齢層が楽しめるイベントを開催した。

（ウォーキング教室・ハイキング教室・トレ

ッキング教室・健康体操教室・市民体育祭・

レクリエーション大会など） 

 今後も各関係団体と協議し

ながら、継続していきたい。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 健康づくりへの環境整備 

施策 （１） 心と体の健康づくり P 

３２ 年度 取組 21 女性のスポーツ指導員の増員 

担当 今年度実績 今後の対応 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

 

 スポーツ推進委員２０名のうち、６名の女

性スポーツ推進委員が市民のスポーツ活動

をサポートし、ニュースポーツの普及に努め

た。 

 定員もあるが、可能な限り年

齢・性別等をバランスよく委嘱

していきたい。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 健康づくりへの環境整備 

施策 （２） 母子保健事業の充実 P 

３３ 年度 取組 22 母性保護に関する意識啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

妊婦健康診査、妊産婦・新生児訪問指導事

業について周産期の母子保健の向上を図る

ため、妊婦健康診査助成券の発行や助産師等

による家庭訪問を実施した。 

妊婦健康診査助成券発行数：４５０件 

妊産婦新生児訪問：延 585 件 

（母２９０人、子２９５人） 

今後も継続していきたい。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 健康づくりへの環境整備 

施策 （２） 母子保健事業の充実 P 

３３ 年度 取組 23 育児等に関する相談体制の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

乳幼児相談で育児に関する相談を実施し

た。親子教室・親子教室 OB 会で、発達を促

すための支援が必要な子どもの対応をした。 

乳幼児相談：６回 延６２人 

親子教室：延参加人数 ４１３人 

今後も継続していきたい。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 健康づくりへの環境整備 

施策 （２） 母子保健事業の充実 P 

３３ 年度 取組 24 エイズに関する知識の普及 

担当 今年度実績 今後の対応 

子
ど
も
支
援
課

 

妊婦健康診査助成券と一緒に妊婦 HIV 抗

体検査受診券を発行した。 

妊婦 HIV 抗体検査受診券発行数：450 件 

 

 

今後も継続していきたい。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 健康づくりへの環境整備 

施策 （３） 健康づくり体制の充実 P 

３３ 年度 取組 25 予防・保健指導の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

健
康
増
進
課

 

40 歳以上の市民には個別がん検診受診

券、20～39 歳の女性には子宮頸がん検診

の個別受診券を送付した。蓮田市では、5 が

ん検診が全て個別検診でも受診できるよう

になっている。 

○平成 28 年度受診者数（クーポン受診者含

む） 

実績：胃がん  1,811 人  

肺がん  3,416 人 

大腸がん 4,677 人 

    子宮がん 2,375 人  

乳がん  1,231 人 

 

 国の補助事業として、検診の受診を促進す

ることを目的に、がん検診推進事業（大腸が

ん、子宮頸がん、乳がん）を行い、対象者に

は検診費用の自己負担無料クーポン券を発

行した。また、検診未受診者には、受診勧奨

はがきを発送し受診を促した。 

○無料クーポンを使用しての受診者数 

実績：子宮頸がん（20 歳の女性のみ） 

  20 人 

乳がん（40 歳の女性のみ） 

104 人 

受診率の目標が 50％である

のに対し、国の方針による対象

者の変更のため、すべてのがん

検診の受診率は 10％前後と大

変低い状況である。受診者数

は、無料クーポン券の廃止・縮

小のため、大腸がん、乳がん、

子宮がんの受診者は低下して

いる。今後も様々な保健事業で

がん検診の PR を行い、特定健

診と併せて、がん検診受診率の

向上を目指す。 

 平成 29 年度は、新たに前立

腺がん検診の導入。40 歳～69

歳の男性、20 歳～69 歳の女

性に対し、未受診勧奨を実施す

る。 
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平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 健康づくりへの環境整備 

施策 （３） 健康づくり体制の充実 P 

３３ 年度 取組 26 健康管理に関する意識啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

健
康
増
進
課

 

・市民の総合的健康づくり対策を積極的に推

進するため、蓮田市健康づくり推進協議会を

開催した。 

     2 回 延べ 14 人 

・広報誌で市の健（検）診等保健事業をＰＲ

した。 

・市民健康講座の開催 3 回 延べ 121 人 

・健康はすだ 21 推進のために、健康づくり

推進連絡会等を開催した。 

健康づくり推進員連絡会議 7 回 

 延べ 108 人 

地域食生活支援推進連絡会議 2 回 

 延べ 27 人 

市民健康講座の開催は、幅広

い世代の市民に健康について

の関心を持ってもらえた。 

健康づくり推進員等から各

所属団体を通じて、市民による

「健康」に関する様々な活動が

広まっている。 

今後も継続していき、健康課

題等をふまえて、内容を検討し

ていきたい。 

 

平成 目標 Ⅳ いきいきと暮らせる環境づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ 健康づくりへの環境整備 

施策 （３） 健康づくり体制の充実 P 

３３ 年度 取組 27 健康相談体制の充実 

担当 今年度実績 今後の対応 

健
康
増
進
課

 

心身の健康に関する相談に対し、個別に必

要な指導助言を行うことにより、市民の健康

の増進に努めた。 

保健師・管理栄養士による健康相談を実施

し、指導体制の充実を図った。 

また、出前健康相談では要望に応じ同時に

健康教育も実施した。 

出前健康相談   20 回 延べ 410 人 

出前健康教育   25 回 延べ 558 人 

定例健康相談    7 回 延べ 48 人 

こころの健康相談  3 回 延べ 10 人 

健康チェックや健康教育を

行うことにより、健康意識の向

上につながった。 

定例健康相談に関しては、特

定健診の時期に併せて効率的

に行っていきたい。 

今年度は血管年齢測定器を

購入しさらに、市民に健康増進

事業の PR を行っていく。 
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平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 暴力を許さない社会づくりの推進 

施策 （１） ＤＶ等の防止に向けた啓発 P 

３５ 年度 取組 1 広報紙等による情報提供 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

はすだ男女共生プラン 2025 の概要版を

５月に全戸配布し、蓮田市配偶者等による暴

力等被害者支援基本計画の内容を周知した。 

子ども支援課の窓口に女性の人権啓発パ

ンフレットを配架する等啓発効果を高めた。 

女性相談や人権相談の周知

を図るとともに、女性にとって

入手しやすい方法による啓発

を図っていく。 

 

平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 暴力を許さない社会づくりの推進 

施策 （１） ＤＶ等の防止に向けた啓発 P 

３５ 年度 取組 2 男女間のあらゆる暴力根絶に向けた啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

はすだ男女共生プラン 2025 の概要版を

５月に全戸配布し、蓮田市配偶者等による暴

力等被害者支援基本計画の内容を周知した。 

子ども支援課の窓口に女性の人権啓発パ

ンフレットを配架する等啓発効果を高めた。 

女性相談や人権相談の周知

を図るとともに、女性にとって

入手しやすい方法による啓発

を図っていく。 

 

平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 暴力を許さない社会づくりの推進 

施策 （２） 若年者に対する予防啓発 P 

３５ 年度 取組 3 人権尊重と暴力を許さないという学校教育の実施 

担当 今年度実績 今後の対応 

学
校
教
育
課

 

非行防止教室を岩槻警察の方と連携して

行い、暴力は犯罪であるということについて

学ばせる機会を設けた。また、日頃の教育活

動・集会・授業等を通し、暴力・悪口等のい

じめをなくす取組を行った。また、道徳の授

業では、「してはならないこと」の学習とし

て暴力を挙げ、学校全体が一丸となって、暴

力を許さない土壌づくりに努めた。 

 暴力・いじめを絶対に許さな

いという校内の風土をより高

める。生徒指導研修会、岩槻警

察との連携をより一層充実さ

せる。物理的な暴力だけでな

く、言葉の暴力についても併せ

て指導し、いじめゼロを目指

す。 
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平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 １ 暴力を許さない社会づくりの推進 

施策 （２） 若年者に対する予防啓発 P 

３５ 年度 取組 4 デートＤＶ防止に関する啓発 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

デート DV に関する資料の収集を行った。 

人権擁護委員による人権教室を４回開催

し、デート DV やいじめを含めた人権全般の

啓発活動を行った。 

学校教育課と連携して、児童

生徒にわかりやすい形で情報

提供と啓発を行うとともに、人

権教室の拡充を図っていく。 

学
校
教
育
課

 

道徳の授業を通して、相手を思いやる気持

ちについて、児童・生徒に学ばせることがで

きた。 

 今後もデート DV 防止等、よ

り具体的なテーマに沿った授

業の推進を図りたい。 

 

 

平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 安心して相談できる体制づくり 

施策 （１） 被害者に対する相談体制の充実 P 

３６ 年度 取組 5 相談員の資質向上 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

 県が主催する相談員研修会に参加し、資質

向上に努めた。 

 また、資料の収集に努めたとともに関連法

の改正状況を市の資料に反映させた。 

研修会の派遣や講師を招い

ての勉強会の開催を通して、資

質向上を図っていく。 

 関連法の改正や施行日の確

認に努め、適切な対応を行って

いく。 
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平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 安心して相談できる体制づくり 

施策 （１） 被害者に対する相談体制の充実 P 

３６ 年度 取組 6 二次被害の防止 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

DV 相談において、被害者の安全確保を愛

優先にした対応に努めるとともに、関係課や

関係機関との連携を図ったため、二次被害の

発生は０件だった。 

被害者の安全を最優先にし

た対応を行うとともに、相談機

械の増加や資質の向上、関係機

関との連携を密接にし、保護体

制を拡充を図っていく。 

 

 

平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 安心して相談できる体制づくり 

施策 （２） 関係機関とのネットワークの構築 P 

３６ 年度 取組 7 庁内関係各課との連携 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

蓮田市庁内 DV 連絡会議を２回開催し、被

害者の保護、自立支援に努めた。 

庶務課が中心となって、関係課への連絡に

よる情報保護や行政サービスの受給等、調整

を行った。 

蓮田市庁内DV連絡会議を事

案発生時だけでなく、定期開催

することで、関係課との情報交

換や相談員資質向上を通して

連携の緊密を高めていく。 

 

平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 ２ 安心して相談できる体制づくり 

施策 （２） 関係機関とのネットワークの構築 P 

３６ 年度 取組 8 関係機関等との連携 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

県や警察などとの報告、連絡、相談を緊密

にし、信頼関係を構築してきた。 

また、関係機関との調整役を担うことで、

情報共有を図り、被害者からの相談に各機関

が対応することができた。 

被害者保護と自立支援が最

優先事項であることの共有化

と各機関との信頼関係の構築

していくことで、連携の強化を

図っていく。 

 



はすだ男女共生プラン２０２５進捗状況報告書 

36 
 

平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ ＤＶ被害対策の充実・強化 

施策 （１） 被害者の安全確保と緊急避難の拡充 P 

３７ 年度 取組 9 緊急時の安全確保と対応 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

県や警察などとの連携により、被害者の意

思を尊重し、適切な避難手続き、避難の同行

を行った。 

関係機関との連携や本人の

意思を尊重した、最善の保護と

自立支援に努め、適切に対応し

ていく。 

 

 

平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ ＤＶ被害対策の充実・強化 

施策 （１） 被害者の安全確保と緊急避難の拡充 P 

３７ 年度 取組 10 被害者等に関する個人情報の適切な保護 

担当 今年度実績 今後の対応 

市
民
課

 

ＤＶ被害者からの申し出に基づき、加害者

等からの住民票の写し・戸籍の付票の写しの

発行及び住民基本台帳の閲覧を制限してい

る。関係各課が情報を共有できるよう住民基

本台帳上で注意喚起を行っている。 

被害者保護の立場から、引き

続き関係各課と連携しながら

情報管理を徹底する。 

 

平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ ＤＶ被害対策の充実・強化 

施策 （２） 自立のための支援体制の充実 P 

３７ 年度 取組 11 被害者に対する適切な情報提供と支援の実施 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

蓮田市庁内 DV 連絡会議を２回開催し、被

害者の保護、自立支援に努めた。 

庶務課が中心となって、関係課への連絡に

よる情報保護や行政サービスの受給等、調整

を行った。 

蓮田市庁内DV連絡会議を事

案発生時だけでなく、定期開催

することで、関係課との情報交

換や相談員資質向上を通して

連携の緊密を高め、全庁的な支

援を実施していく。 
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平成 目標 Ⅴ 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 計画

書 
２８ 

方針 ３ ＤＶ被害対策の充実・強化 

施策 （２） 自立のための支援体制の充実 P 

３７ 年度 取組 12 関連する法制度の適切な運用 

担当 今年度実績 今後の対応 

庶
務
課

 

蓮田市庁内 DV 連絡会議を２回開催し、庶

務課が所管する法制度の改正状況などを情

報提供し、被害者の個人情報を保護する庁内

手続きの検討を行った。 

蓮田市庁内DV連絡会議を事

定期開催し、各課の所管法令や

制度の情報交換や意見集約を

行い、DV 被害者支援体制の充

実を図っていく。 

 


